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転依における底raya の語義
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瑠伽行派を支えた人々も仏教徒であり， 当然ヨ ー ガの実践修行によって悟り

を目指したはずである。 例えば現代の日本で眼にする仏教関係の文章の中に，

「転依」ないし「転識得智」というク ー ムを見か け る。 さら に 日本では「す

る」を末尾につけて「転依する」「転識得智する」など と使われたり する。 こ

れがどうやら「悟る」 「覚る」と同義語のように使われているのである 1。 「さ

とる」．は日本人にとっては「隠れているものを推し量って知る」，＇ つまりもの

の道理，本質を察知することを基本とする表現である鯰 「さとる」という言

葉は修行プロセスを含む言葉とは思われない。 一方「転依」は日本では「所依

を転ずる」と読み下されている。 しかし「所依」が何であり， 「転ずる」がど

のような内容か曖昧のままである。 「転依」の原語底raya-pari/paravrttiの

インドでの用法を考察する事によって， 筆者はpari/paravrttiの内容につい

、てはある程度明確にしてきたつもりなのである 8が， 忍rayaに ついては ま と

めてこなかった。 転依思想の推移とともに忍raya自体も内容的に大きく変化

していることが分かる。 この点に焦点 を当てて考察するこ とにする。
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1．ー 忍rayaの語義に関してはこれまでにも長尾雅人博士， シュミットハウゼ

ン博士などによって研究成果が示されているので ， 簡単に見ておく こ とにす

る。

まずほ底raya_の原義を知る ためにパーリ語 における邸rayaを見ること

にする。 P.T.S. および水野弘元著， 雲井昭善著の辞書りこ大きな隔たりはな
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